
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
る
福
島
第
一
原
発
事
故
以
降
、

放
射
性
物
質
に
対
す
る
不
安
な
ど

道
民
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
北
海
道
は
道
民
の

「
安
心
」
の
確
保
と
観
光
や
道
産
品

に
対
す
る
風
評
被
害
の
防
止
を
目

的
に
「
北
海
道
放
射
線
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
総
合
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
ま

し
た
。

北
海
道
が
実
施
し
て
い

る
大
気
、
海
水
、
農
地
土

壌
、
水
道
水
、
水
産
物
の

放
射
性
物
質
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
、
地
図
上
表
記

や
過
去
の
測
定
結
果
の
表

示
な
ど
、
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
発
信
し
て
い
ま

す
。な

お
、
こ
の
サ
イ
ト
は

北
海
道
経
済
部
緊
急
産
業
対
策
室

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
世
帯
は
児
童
扶

養
手
当
を
請
求
で
き
ま
す
。

【
児
童
扶
養
手
当
】

・
母
子
家
庭
及
び
父
子
家
庭
ま
た

は
そ
れ
と
同
等
の
世
帯

・
子
ど
も
の
父
親
ま
た
は
母
親
が

一
定
の
障
が
い
を
も
つ
世
帯

・
子
ど
も
を
親
以
外
の
者
が
養
育

し
て
い
る
世
帯

18
歳
未
満
（
重
度
障
が
い
児
は
20
歳

未
満
）
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る

人【特
別
児
童
扶
養
手
当
】

20
歳
未
満
の
一
定
の
障
が
い
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）
を
持
つ
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
場
合

※
児
童
扶
養
手
当
等
の
手
続
き
な

ど
ご
不
明
な
点
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
福
祉
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
９
９
）

法
務
局
で
は
、
登
記
・
供
託
・

戸
籍
・
人
権
擁
護
事
務
な
ど
の
業

務
に
関
す
る
相
談
と
し
て
、
遺
言
、

相
続
、
登
記
手
続
、
い
じ
め
や
児

童
虐
待
、
高
齢
者
に
対
す
る
介
護

者
の
虐
待
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

と
い
っ
た
人
権
に
関
す
る
困
り
ご

と
、
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
お

受
け
す
る
「
全
国
一
斉
！
　
法
務

局
休
日
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時

２
月
12
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
（
受
付
時
間
は
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
、
予
約
不
要
）

場
所

釧
路
地
方
法
務
局
北
見
支
　

局
（
北
見
市
高
砂
町
14-

14
）

担
当
者

公
証
人
・
司
法
書
士
・
　

土
地
家
屋
調
査
士
・
人
権
擁
護
　

委
員
・
法
務
局
職
員

問
い
合
わ
せ
先

釧
路
地
方
法
務
局
総
務
課

†
０
１
５
４-

31-

５
０
０
０

北
見
農
業
試
験
場
な
ど
が
研
究

開
発
し
た
新
品
種
や
新
技
術
を
速

や
か
に
公
表
し
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
地

域
の
多
く
の
方
々
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
と
お
り
「
第

16
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
新
技
術
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

新
品
種
や
新
技
術
の
ほ
か
、
地

域
に
お
け
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
も
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
当
場
で
育
成
し

た
『
は
る
き
ら
り
』
で
焼
い
た
パ

ン
の
試
食
も
行
う
予
定
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。

日
　
時
　
２
月
28
日
（
火
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
　
所

小
清
水
町
多
目
的
研
修

会
施
設
・
愛
ホ
ー
ル
「
多
目
的
　

ホ
ー
ル
」（
小
清
水
町
７
区
川
東
）

†
０
１
５
２-

62-

３
３
６
３

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先
　
北
海
道
立
総
合

研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

†
０
１
５
７-

47-

２
１
４
６

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

自
動
車
を
お
持
ち
の
方
に
納
め
て
い

た
だ
く
道
税
で
す
。

自
動
車
を
廃
車
ま
た
は
売
買
・
譲

渡
に
よ
り
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
す
ぐ
に
運
輸
支
局
で
抹
消
ま
た

は
移
転
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
ま
で
に
抹
消
ま
た
は
移

転
の
登
録
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、

平
成
24
年
度
も
自
動
車
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
北
見

道
税
事
務
所
課
税
課
自
動
車
係

†
０
１
５
７-

25-

８
６
８
３

12
月
20
日
（
火
）
実
施
分
の
３

歳
児
健
診
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友

だ
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

庄
司
　
楓
か
え
で

ち
ゃ
ん
（
豊
永
）

斉
藤
　
叶
夢
か
な
た

く
ん
（
達
美
）

丸
尾
　
実
冬
み
ふ
ゆ

ち
ゃ
ん
（
達
美
）

乙
武
　
将
徳

ま
さ
の
り

く
ん
（
高
台
）

村
田
　
遥
は
る
か

ち
ゃ
ん
（
共
和
）

問
い
合
わ
せ
先

役
場
　
健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
３
１
）

知
っ
て
お
き
た
い

雪
道
の
危
険
な
ポ
イ
ン
ト

住民生活

グループ
†７６－２１５１

◎灯油盗難など冬型犯罪にご注意ください

灯油盗難等、冬型犯罪が増加する恐れがあります。

屋外に灯油のホームタンクを設置している方、道

路から見える場所にポリタンクを保管している方

は、ホームタンクの蓋をカギ付きのものに換えたり、

ポリタンクの取っ手にチェーンを掛けたりと、盗難

防止対策をお願いします。

また、冬の季節に意外に増加するのが空き巣等の

侵入犯罪です。

路肩の雪が高くなり、建物の玄関や窓などの見通

しが悪くなるため、泥棒にとっては好都合です。外

出の際には、玄関や窓の戸締りを確認し、空き巣防

止製品の活用などについてもご検討ください。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。

道
路
が
雪
に
覆
わ
れ
る
こ
の
季

節
は
、
雪
の
量
や
時
間
帯
に
よ
っ

て
、
路
面
が
刻
々
と
変
化
し
て
い

き
ま
す
。
自
動
車
を
よ
り
安
全
に

運
転
す
る
た
め
に
、
滑
り
や
す
い

ポ
イ
ン
ト
を
事
前
に
知
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

凍
結
し
や
す
い
橋
・
ト
ン
ネ
ル

橋
の
上
や
陸
橋
、
ト
ン
ネ
ル
の

出
入
り
口
付
近
は
、
風
通
し
が
よ

く
、
路
面
が
凍
結
し
や
す
い
場
所

で
す
。
手
前
で
十
分
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
、
慎
重
に
走
行
し
ま
し
ょ

う
。

交
差
点
が
ア
イ
ス
バ
ー
ン
に

多
く
の
自
動
車
が
停
止
と
発
進

を
繰
り
返
す
交
差
点
は
、
圧
雪
路

面
が
磨
か
れ
、
雪
道
以
上
に
滑
り

や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
早
め
の

ブ
レ
ー
キ
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

道
路
境
界
が
見
え
な
い
と
き
は

雪
が
積
も
っ
た
路
面
は
、
ど
こ

ま
で
が
道
な
の
か
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
道
路
の
境
界
に

立
て
て
あ
る
矢
印
や
ポ
ー
ル
に
従

っ
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ† 76－2151

FAX    76－2976

第
16
回
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業

新
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
催

自
動
車
の
抹
消
・
移
転
の

登
録
は
３
月
31
日
ま
で
に

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

北
海
道
放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
総
合
サ
イ
ト
開
設

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

全
国
一
斉
！
　
法
務
局
休
日

相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
収
入
保
証
制
度
が
あ
る
」「
す
ぐ

に
元
を
取
れ
る
」
と
言
っ
て
高
額

な
登
録
料
・
サ
イ
ト
作
成
料
を
払

わ
せ
る
の
が
目
的
の
よ
う
で
す
。

「
払
え
な
い
」
と
伝
え
る
と
態
度

を
変
え
、
先
に
得
た
個
人
情
報
で

「
何
で
も
出
来
る
」
と
脅
す
口
調

で
支
払
い
を
要
求
す
る
こ
と
も
。

こ
の
様
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な

い
た
め
に
も
契
約
書
を
確
か
め
て

十
分
な
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

特
に
、
今
回
の
よ
う
に
契
約
時

に
高
額
費
用
を
要
求
さ
れ
る
場
合

は
、
安
易
に
契
約
を
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

Ｑ

問い合わせ先
商工観光担当
†76－2151
（内線315）

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
内
職
に
注
意

雑
誌
に
「
在
宅
で
高
収
入
、
未

経
験
者
・
主
婦
多
数
活
躍
中
」
と

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
子
育

て
中
の
私
で
も
可
能
性
が

あ
る
よ
う
な
の
で
応
募
し

た
。
身
分
証
明
用
に
免
許

証
コ
ピ
ー
の
提
出
と
、
仕

事
の
た
め
の
携
帯
電
話
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

モ
バ
イ
ル

サ
イ
ト)

を
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
登
録
料
30

万
円
を
前
払
い
す
る
こ
と

が
条
件
と
言
わ
れ
た
。
大

金
な
の
で
悩
ん
で
い
る
。

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
内
職
で
は
、

収
入
が
得
ら
れ
な
い
と
い
う
ト
ラ

A

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

北海道放射線モニタリング総合サイト

http://monitoring-hokkaido.info/

≪火山災害の紹介q≫

津別町に火山(活火山)はありません

が、雌阿寒岳や雄阿寒岳が近接してい

ます。津別町内に噴石が飛んできたり、

火砕流や火山泥流が到達するような想

定はありませんが、過去の雌阿寒岳や

十勝岳の噴火では町内に火山灰が降っ

たこともあります。

火山灰は風に流されるため、広い範

囲に降り積もったり、降灰の時には昼

間でも暗くなることがあります。車の

運転や通行に注意し、外出の時はゴー

グルやマスクを着用して、目に入った

り吸い込んだりしないようにしましょ

う。

また、火山から離れた場所でも、噴

火(爆発)によって発生する空気の振動

(空振)により、窓ガラスが割れること

があります。

＜気象庁火山関連ホームページ＞
http://www.jma.go.jp/jma/menu/
volcanomenu.html

問い合わせ先
網走地方気象台防災業務課
†0152－43－4349

火 山 防 災 メ モ
～網走地方気象台より～

広報つべつ１月号に掲載しました「経済センサス－

活動調査」の問い合わせ先に誤りがありましたので、

下記のとおり訂正します。関係者の皆様にはご迷惑を

お掛けしたことをお詫び申し上げます。

＜問い合わせ先＞

経済センサス－活動調査コールセンター

正：†0120－44－1034

広報つべつ１月号の訂正とお詫び


